
令和７年度 学校評価結果 

１ 学校評価（児童） 回答数：135 回答率：89% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書離れと生活習慣の乱れ、運動不足がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  規範意識のゆるみ、体力つくりへの消極的さが見られる。挨拶や読書、生活習慣は数値的には低いが年度当

初と比較して意識の改善が見られる。 

 

 



２ 学校評価（教師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学習・読書習慣が定着していない。学力は伸びる余地がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  数値的には改善が見られるが、引き続き教師も研鑽を怠らず指導に当たる。項目２では、学習・読書の習慣

化に課題が残る。1 学期から指導・啓発を進めてきたが、教師の手ごたえとしては小さい。習慣化は家庭の力

も必要。学校から家庭へ波及させるにも限界がある。 

 

 

 

 

 



３ 学校評価（保護者） 回答数：96 回答率（児童数に対する）:63％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪自由記述（保護者）≫ 

○ 担任の先生はもちろん、保健の先生や支援の先生、校長先生や教頭先生など、先生方がみんないい方なの

で、本当にいいと思う。先生という職業は大変だと思いますが、これからも頑張ってほしい！ 

○ 今年は年間行事予定がなかったので、少し不便だった。学期ごとの予定だけでももらえると、仕事をして

いる上では休みを取りやすい。 

○ 行事予定をもう少し早く教えてほしい。 

⇒ 年度初めに年間行事予定を配布する方向で検討する。 

○ 先生や学校が、保護者に協力してほしい事があれば伺いたい。 

⇒ 協力的に申し出ていただいて大変ありがたい。必要な場面があれば、力添えをお願いしたい。 

○ 下校後の公園への見回り等、いつもありがとうございます。安心して遊べている様だ。 

○ 基本的にお知らせは早く頂いているが、早く欲しい情報に限って遅い時がある。例えば、最近で言えば音

楽会の服装も、ルール？があるなら、もう少し早く知りたい。兄姉のいる子は知っているかもしれないが、

今年初めてだったので困った。 

⇒ 校内で PTA 執行部を交えた服装検討委員会を年に 1 回実施し、検討・修正をしている。決まったことは、

年度初めに各家庭に文書で周知をしている。行事等の時期が近づいてきたら、学年便り等で再度周知を図る

ようにしている。今後は、紙媒体やテトルなど周知の方法を工夫していきたい。 



○ 卒業まであと数ヶ月となったが、同級生、下級生たくさんの友達ができて楽しく学校生活をおくる事がで

きているようだ。 

○ テストを都度返却してほしいです。 

⇒ 早く返却するように努める。 

○ 毎日楽しそうに通う子どもの姿を見ると、先生方への感謝の気持ちでいっぱい。いつもありがとうござい

ます。 

○ 先日、子どもの体調のことで相談した。その際、養護教諭に加え、担任の先生も迎えてくださり、熱心に

話を聞いてくださった。経過が良好なことを一緒に喜んでくださった。この方々なら安心して子どもを託す

ことができると感じた。わが子はとても素直な子に育っている。今後ともよろしくお願いいたします。 

○ 自転車利用について、1・2 年生が保護者同伴なしで乗っている姿を見かける。安全面が心配。入学時や、

年度初めに、保護者向けに改めて自転車利用のルールを周知していただけるとありがたい。また、公園が工

事中のため、放課後に遊べる場所が限られている。学校内で遊べる時間や曜日があれば、分かりやすく教え

てくださると助かる。 

 ⇒ 交通安全等については町別児童会や「三津のよい子」等で繰り返し啓発をしていく。 

４ 学校評価（地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ まとめ 

   保護者も地域も学校に対して肯定的かつ建設的な意見が多く、大変ありがたい。 

子どもの読書離れや運動習慣の数値の低さは、教師だけでなく保護者や地域の方も認識している共通課題

である。家庭や地域と連携して、啓発を図ったり親子でできる取組を紹介したりすることで向上を図りたい。

学習については、１学期と比較すると、学習習慣以外の項目の数値は向上している。子どもの自己評価は高

いが、教師や保護者の満足度は低い。学習内容だけでなく学び方の指導に注力し、学びの質・量ともに充実

を図る必要がある。これは、今年度に限った事ではなく、三津浜小の課題である。学校と家庭とが連携して

指導していくことで改善は図れると考えるが、各家庭の事情に大きく左右される部分が多く、今後も懸念は

続くと思われる。 

地域からは、子どもの進路指導や学校間の連携について懸念を示されている。高学年を中心に職業観や将

来設計について指導したり、学校及び教員間で情報を共有したりしながら、綿密に指導に取り組んでいるが、

様々な方法で学校の取組を知っていただけるように見える化を進めるなど、機会の充実を図っていきたい。 

家庭や地域の支えを教育の中心に据え、教師一人一人が研鑽を積み、学校として地道に取組を継続してい

く必要があると考える。今後も、ご協力・ご支援のほど、よろしくお願いいたします。 


